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1.  平成24年12月期第2四半期の連結業績（平成24年1月1日～平成24年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年12月期第2四半期 145,283 5.1 6,752 22.5 7,235 25.0 3,211 46.7
23年12月期第2四半期 138,199 △1.8 5,510 8.9 5,786 8.5 2,188 7.9

（注）包括利益 24年12月期第2四半期 3,906百万円 （68.0％） 23年12月期第2四半期 2,325百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

24年12月期第2四半期 27.15 ―
23年12月期第2四半期 18.50 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年12月期第2四半期 265,803 152,278 56.4 1,267.94
23年12月期 252,794 149,581 58.3 1,245.08
（参考） 自己資本   24年12月期第2四半期  149,972百万円 23年12月期  147,270百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年12月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00
24年12月期 ― 7.50
24年12月期（予想） ― 7.50 15.00

3. 平成24年12月期の連結業績予想（平成24年 1月 1日～平成24年12月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 274,000 5.4 5,000 22.8 5,500 34.2 2,700 ― 22.83



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資
料】４ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。  

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年12月期2Q 128,742,463 株 23年12月期 128,742,463 株
② 期末自己株式数 24年12月期2Q 10,461,463 株 23年12月期 10,461,053 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年12月期2Q 118,281,210 株 23年12月期2Q 118,282,579 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年６月30日まで）におけるわが国経済は、欧州の金

融不安や円高の進行等により、依然として不透明な状況で推移しましたが、東日本大震災からの復興が緩やかなが

ら進むとともに、通常の企業活動においても一部で回復の兆しが見えてまいりました。 

当社グループを取り巻く環境は、国内ステーショナリー市場及び通販市場については、一部では消費自粛ムー

ドが和らいだものの、経費抑制策を継続する企業もあり、先行き不透明な状況で推移しております。国内ファニチ

ャー市場については、首都圏や東北地方において需要が拡大しているものの、他地域では依然として厳しい状況が

続いております。 

このような状況のもと当社グループは、元来の強みであるバリューチェーンを、国内においては再度整備し、

海外においては各国事情に合わせて構築することで、国内・海外を両輪とする「アジア企業」として持続的成長を

図る方針のもと、さまざまな戦略を実行しております。 

国内市場におきましては、縮小傾向にある市場において「選ばれ続ける」ために、お客様の細かなニーズを反

映した商品・サービスの開発・提案により需要喚起を図り、収益拡大に努めております。 

海外市場におきましては、中国、インド、ベトナムにおいて生産設備の増強や現地ニーズに合わせた商品開

発、営業網の開拓を推進するための先行投資を行い、各国内需の取り込みを図るバリューチェーンの構築を進めて

おります。 

以上の結果、連結売上高は前年同期比5.1％増の1,452億円となりました。その主たる要因は、コクヨカムリン

リミテッド（前連結会計年度は貸借対照表のみを連結）等４社を新規連結したことやオフィス通販カウネットが好

調に伸長したことにあります。また、新規連結の４社を除いても1.5％の増収となりました。利益面では、原材料

価格が高騰したものの経費削減やコストダウンに努めた結果、営業利益は前年同期比22.5％増の67億円、経常利益

は前年同期比25.0％増の72億円となりました。特別損失として固定資産売却損７億円等を計上いたしましたが、四

半期純利益は前年同期比46.7％増の32億円となりました。 

  

セグメント別の状況 

（単位：百万円）

※平成24年12月期より、「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の 

３セグメントにて開示しております。そのため平成23年12月期の実績値は新セグメントに置き換えております。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

  
平成23年12月期 

第２四半期 

平成24年12月期 

第２四半期 
増減率（％） 

 売上高  138,199  145,283  5.1

 営業利益  5,510  6,752  22.5

 経常利益  5,786  7,235  25.0

 四半期純利益  2,188  3,211  46.7

  平成23年12月期 

第２四半期 

平成24年12月期 

第２四半期 
増減率（％） 

ステーショナリー 

関連事業 

売上高  47,059  49,861  6.0

営業利益  4,871  4,567  △6.2

ファニチャー 

関連事業 

売上高  57,021  56,873  △0.3

営業利益  1,294  1,943  50.1

通販・小売関連事業 
売上高  50,222  53,133  5.8

営業利益  1,075  1,563  45.4

調整額 
売上高  △16,103  △14,585  －

営業利益  △1,731  △1,321  －

合計 
売上高  138,199  145,283  5.1

営業利益  5,510  6,752  22.5
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（ステーショナリー関連事業） 

ステーショナリー関連事業におきましては、アジア№１のステーショナリーメーカーを目指し、国内外で収益

の拡大を図っております。 

国内市場におきましては、高付加価値商品の開発とお客様ニーズに即した既存商品の価値拡大に努めるととも

に、商品露出の最大化を図っております。一例としましては、お客様の要望に応え、スマートフォン対応ノート

「CamiApp（キャミアップ）」に新たなサイズのノートを拡充したほか、昨年リニューアルしたキャンパスノート

を一層拡販するため、B-R サーティワン アイスクリーム株式会社とのコラボレーションによるカラフルなノート

「限定柄キャンパスノート＜サーティワン＞５色パック」を発売する等、需要喚起と販売拡大に努めました。 

海外市場に関しましては、中国、インド、ベトナムで成長する内需を獲得するために、バリューチェーンの構

築を推進しております。中でも中国におきましては、上海工場の稼働へ向けて生産調達体制を整備したほか、中国

最大規模の文具見本市に出展し、ブランド認知向上に努めました。 

以上の結果、売上高は前年同期比6.0％増の498億円（コクヨカムリンリミテッド等を新規連結したことによる

増収35億円を含む）となりましたが、原材料価格の高騰や顧客獲得のための販売促進費の増加、海外への先行投資

により、営業利益は前年同期比6.2％減の45億円となりました。 

  

（ファニチャー関連事業） 

ファニチャー関連事業におきましては、顧客企業によって異なる多様なニーズに対応するためのバリューチェ

ーンの再構築を図っております。 

国内市場におきましては、製販連携による積極的なソリューション提案を展開し、需要拡大を図りました。ま

たクリエイティブワーカーのための会員制オフィス「Creative Lounge MOV（クリエイティブラウンジ モヴ）」を

渋谷ヒカリエ内に開業し、新しい働き方の提案・実践の場を通じた将来ニーズの把握に取組みました。 

海外市場に関しましては、中国におきまして、積極的な販路拡大、現地ニーズを汲み取った商品の開発を推進

しております。また、アジアにおけるブランディング拠点として、シンガポールにショールームを開設する等販路

開拓に努めました。 

以上の結果、後半（４～６月）の売上高は直販部門が前年を上回ったものの、前半（１～３月）の落込みを補

えず、売上高は前年同期比0.3％減の568億円となりましたが、経費削減に努めた結果、営業利益は前年同期比

50.1%増の19億円となりました。 

  

（通販・小売関連事業） 

通販事業に関しましては、カウネットにおきまして、商品の特長やサイズが一目で分かる選びやすいカタログ

がお客様の支持を得たほか、オフィス用品一括購買システム「ウィズカウネット」が好調に推移いたしました。 

小売（インテリア・生活雑貨の販売）事業に関しましては、アクタスが新規出店等により好調に推移いたしま

した。また、ザ・コンランショップにおきましてキッチングッズに特化した「ザ・コンランショップ キッチン」

を渋谷ヒカリエ内にオープンし、需要創出を図りました。 

以上の結果、売上高は前年同期比5.8％増の531億円となり、これに伴い営業利益は前年同期比45.4％増の15億

円となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産に関する分析  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は2,658億円となり、前連結会計年度末に比べ130億円増加しました。流動

資産は1,295億円で、前連結会計年度末に比べ168億円増加しました。主な要因として、現金及び預金が37億円、有

価証券が138億円、前連結会計年度末に比べそれぞれ増加したためであります。固定資産は1,362億円となり、前連

結会計年度末に比べ38億円減少しました。主な要因として、有形固定資産は690億円と前連結会計年度末に比べ18

億円減少し、無形固定資産は104億円と前連結会計年度末に比べ４億円減少し、投資その他の資産は567億円と前連

結会計年度末に比べ15億円減少したためであります。 

 当第２四半期連結会計期間末の負債は1,135億円となり、前連結会計年度末に比べ103億円増加しました。流動負

債は762億円となり、前連結会計年度末に比べ47億円増加しました。固定負債は373億円となり、前連結会計年度末

に比べ55億円増加しました。 

 当第２四半期連結会計期間末の純資産は1,522億円となり、前連結会計年度末に比べ26億円増加しました。主な

要因として、利益剰余金が20億円、その他有価証券評価差額金が７億円、前連結会計年度末に比べそれぞれ増加し

たためであります。   
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②キャッシュ・フローの状況に関する分析  

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は432億円であり、前連結会

計年度末に比べ170億円の資金増となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 営業活動により獲得した資金は137億円（前年同期比47億円の収入増）となりました。これは、主として税金等

調整前四半期純利益64億円、減価償却費32億円、賞与引当金の増加27億円、たな卸資産の減少８億円の資金収入、

法人税等の支払７億円の資金支出等があったことによるものであります。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 投資活動により支出した資金は４億円（前年同期比44億円の支出減）となりました。これは、主として有形固定

資産の売却14億円、投資有価証券の売却31億円の資金収入、投資有価証券の取得15億円、設備投資29億円の資金支

出等があったことによるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動により獲得した資金は34億円（前年同期比16億円の収入増）となりました。これは、主として社債の発

行99億円の資金収入、短期借入金の減少47億円、配当金の支払額９億円、リース債務の返済４億円の資金支出等が

あったことによるものであります。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

第２四半期累計期間における業績の進捗等を勘案し、売上高、営業利益、経常利益を上方修正いたします。当

期純利益に関しましては、特別損失の発生が見込まれるため、当初発表値から変更はございません。 

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算   

 税金費用の算定については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19項の規定により、「中間財務

諸表等における税効果会計に関する実務指針」第12項（法定実効税率を使用する方法）に準じて計算しておりま

す。   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。   

   

（４）追加情報 

「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指

針」の適用  

 第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 14,856 18,578

受取手形及び売掛金 52,717 52,952

有価証券 11,518 25,358

商品及び製品 23,839 23,134

仕掛品 1,056 906

原材料及び貯蔵品 2,520 2,990

その他 6,333 5,705

貸倒引当金 △102 △62

流動資産合計 112,739 129,565

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 21,994 21,129

土地 38,102 36,526

その他（純額） 10,769 11,348

有形固定資産合計 70,866 69,004

無形固定資産   

のれん 906 850

その他 9,998 9,629

無形固定資産合計 10,904 10,480

投資その他の資産   

投資有価証券 39,166 38,370

その他 19,979 19,240

貸倒引当金 △861 △857

投資その他の資産合計 58,283 56,753

固定資産合計 140,055 136,238

資産合計 252,794 265,803
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 41,442 42,091

短期借入金 7,029 2,253

1年内返済予定の長期借入金 193 5,116

1年内償還予定の社債 10,000 10,000

未払法人税等 832 2,708

賞与引当金 533 3,313

その他 11,419 10,729

流動負債合計 71,450 76,214

固定負債   

社債 － 10,000

新株予約権付社債 270 －

長期借入金 19,112 14,094

退職給付引当金 3,911 4,172

その他 8,468 9,044

固定負債合計 31,762 37,311

負債合計 103,213 113,525

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,847 15,847

資本剰余金 19,068 19,068

利益剰余金 128,289 130,313

自己株式 △14,333 △14,334

株主資本合計 148,871 150,894

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △276 508

繰延ヘッジ損益 △15 △6

為替換算調整勘定 △1,308 △1,423

その他の包括利益累計額合計 △1,600 △921

少数株主持分 2,310 2,305

純資産合計 149,581 152,278

負債純資産合計 252,794 265,803
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 138,199 145,283

売上原価 90,237 96,283

売上総利益 47,962 48,999

販売費及び一般管理費 42,451 42,246

営業利益 5,510 6,752

営業外収益   

受取利息 95 102

受取配当金 358 366

不動産賃貸料 611 760

持分法による投資利益 － 19

デリバティブ評価益 105 138

その他 418 559

営業外収益合計 1,589 1,946

営業外費用   

支払利息 277 328

不動産賃貸費用 198 265

持分法による投資損失 7 －

その他 830 870

営業外費用合計 1,313 1,464

経常利益 5,786 7,235

特別利益   

固定資産売却益 341 －

投資有価証券売却益 － 274

特別利益合計 341 274

特別損失   

固定資産除却損 － 174

投資有価証券評価損 360 53

投資有価証券売却損 － 25

固定資産売却損 － 707

減損損失 143 45

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 70 －

災害による損失 295 －

子会社株式評価損 656 71

特別損失合計 1,527 1,076

税金等調整前四半期純利益 4,601 6,432

法人税等 2,332 3,134

少数株主損益調整前四半期純利益 2,268 3,298

少数株主利益 79 87

四半期純利益 2,188 3,211
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,268 3,298

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 188 785

繰延ヘッジ損益 67 7

為替換算調整勘定 △198 △184

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 △0

その他の包括利益合計 57 608

四半期包括利益 2,325 3,906

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,245 3,890

少数株主に係る四半期包括利益 79 15
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 4,601 6,432

減価償却費 3,114 3,243

減損損失 143 45

のれん償却額 87 56

貸倒引当金の増減額（△は減少） △256 △45

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,971 2,754

退職給付引当金の増減額（△は減少） 214 249

受取利息及び受取配当金 △453 △469

支払利息 277 328

持分法による投資損益（△は益） 7 △19

固定資産売却損益（△は益） △306 706

固定資産除却損 101 258

投資有価証券売却損益（△は益） △130 △274

投資有価証券評価損益（△は益） 360 53

子会社株式評価損 656 71

デリバティブ評価損益（△は益） △105 △138

売上債権の増減額（△は増加） 3,559 △221

たな卸資産の増減額（△は増加） 637 892

仕入債務の増減額（△は減少） △5,969 550

その他 86 △89

小計 9,596 14,384

利息及び配当金の受取額 475 469

利息の支払額 △271 △324

法人税等の支払額 △806 △739

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,993 13,790

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,841 △1,973

有形固定資産の売却による収入 500 1,448

無形固定資産の取得による支出 △2,149 △951

投資有価証券の取得による支出 △1,736 △1,564

投資有価証券の売却による収入 1,167 3,161

子会社株式の取得による支出 △380 △400

短期貸付金の増減額（△は増加） 261 58

長期貸付けによる支出 △492 △120

長期貸付金の回収による収入 408 256

その他 △658 △407

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,921 △493
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 380 △4,743

長期借入れによる収入 2,919 －

長期借入金の返済による支出 △160 △97

社債の発行による収入 － 9,941

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △891 △890

少数株主への配当金の支払額 △36 △26

新株予約権付社債の買入消却による支出 － △266

リース債務の返済による支出 △382 △458

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,828 3,458

現金及び現金同等物に係る換算差額 △58 16

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,842 16,771

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 116 304

現金及び現金同等物の期首残高 25,458 26,182

現金及び現金同等物の四半期末残高 31,417 43,258
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該当事項なし   

   

［セグメント情報］ 

Ⅰ．前第２四半期連結累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年６月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   

(単位：百万円) 

 
（注）１ セグメント利益の調整額△1,731百万円には、セグメント間取引消去及び全社費用が含まれている。 

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社の管理部門に係る費用等である。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 
    

Ⅱ．当第２四半期連結累計期間（自 平成24年１月１日 至 平成24年６月30日）  

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   

(単位：百万円) 

（注）１ セグメント利益の調整額△1,321百万円には、セグメント間取引消去及び全社費用が含まれている。 

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社の管理部門に係る費用等である。  

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 
  

２ 報告セグメントの変更等に関する事項 

 当社グループは、従来、「ステーショナリー関連事業」及び「ファニチャー関連事業」の２つを報告セグ

メントとしていたが、第１四半期連結累計期間より、「ステーショナリー関連事業」、「ファニチャー関連

事業」及び「通販・小売関連事業」の３つに報告セグメントを変更している。 

 これは、事業機軸経営の実践とバリューチェーン全体の強化を推進するために、従来の「商品別セグメン

ト」から、より事業の実態に即した「事業別セグメント」に変更したことによる。 

 また、上記に伴い、報告セグメントの事業をより適切に評価管理するために、第１四半期連結累計期間よ

り、従来各報告セグメントに配賦していた全社費用を配賦不能費として、「調整額」に含めて開示すること

としている。  

 なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成した

ものを開示している。  

  

該当事項なし   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  
  

報告セグメント 
調整額 
(注１) 

四半期連結 
損益計算書 
計上額(注２)

ステーショナリー
関連事業 

ファニチャー 
関連事業 

通販・小売 
関連事業 

計 

売上高       

外部顧客への売上高  38,673  55,377  44,148  138,199  ―  138,199

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 8,385  1,644  6,073  16,103  △16,103  ―

計  47,059  57,021  50,222  154,303  △16,103  138,199

セグメント利益  4,871  1,294  1,075  7,241  △1,731  5,510

  
  

報告セグメント 
調整額 
(注１) 

四半期連結 
損益計算書 
計上額(注２)

ステーショナリー
関連事業 

ファニチャー 
関連事業 

通販・小売 
関連事業 

計 

売上高       

外部顧客への売上高  41,151  55,458  48,673  145,283  ―  145,283

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 8,710  1,415  4,459  14,585  △14,585  ―

計  49,861  56,873  53,133  159,868  △14,585  145,283

セグメント利益  4,567  1,943  1,563  8,074  △1,321  6,752

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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